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管理会計の文献において，予算スラックの概念は Argyris (1952) の研究に
はじめて登場し（Lukka, 1988, p. 281），その後，Schiff and Lewin（1968，1970），




































Fisher, Maines, Peffer, and Sprinkle, 2002），組織コミットメント（Nouri, 1994 ;
Nouri and Parker, 1996），インセンティブ・スキーム（Chow et al., 1988 ; Chow et
al., 1991 ; Walker and Johnson, 1999），交渉プロセス（Fisher et al., 2000 ; Fisher,
Frederickson, and Peffer, 2002），予算強調（Dunk, 1993 ; Merchant 1985b ; Van der





Nouri and Parker, 1996），情報の非対称性（information asymmetry）を減らすこと
で予算スラックを削減できること（Chow et al., 1988 ; Dunk, 1993 ; Fisher,











（Nouri, 1994 ; Nouri and Parker, 1996; Chow et al., 1988 ; Dunk, 1993 ; Fisher,























































































代表的な変数とされている，組織コミットメント（Nouri, 1994 ; Nouri and Parker,
















（Nouri, 1994 ; Nouri and Parker, 1996）が裏付けられる形となった。
38
一方，情報の非対称性についても興味深い回答が得られた。情報の非対称性
が予算スラックを高めるという関係（Chow et al., 1988 ; Dunk, 1993 ; Fisher,









































































































































































































































Ⅴ む す び
近年まで予算スラックは組織業績に対してネガティブな影響を及ぼすものと
みなされてきたきらいがある（例えば，Schiff and Lewin (1968) など）。しか
し，予算スラックが必ずしも組織業績に対してネガティブな影響を及ぼすとも
限らない（Onsi, 1973 ; Merchant and Manzoni, 1989 ; Lukka, 1988 ; Todd and
Ramanathan, 1994 ; Van der Stede, 2000 ; Davila and Wouters, 2005）。たとえば，
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